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８月２５日に始まった２学期も、折り返しを過ぎてあと２カ月をきりました。幸い新型コロナウ

イルス感染症の拡大にブレーキがかかり、子供たちの学校生活への影響は最小限に押さえられてい

ます。しかし油断せずに、新しい生活様式を守りながら、２学期の残りを充実した時間となるよう

に支援していきたいと思います。 

今年度になってようやく２回目の授業参観を実施しました。授業

中の子供たちの様子はどうだったでしょうか。密を避けるために２

学年ずつを割り当てたために、一旦外の車の中で待っていただいて

いた保護者の方もいらっしゃったようです。ご理解とご協力ありがとうございました。 

参観された授業は、「道徳」が多かったと思います。これは、「ふれあい道徳」として各学校で実

施されている参観日に合わせて、道徳の授業を見てもらい、授業のテーマについて親子で考える時

間にしたいという佐賀県全体の学校で取り組んでいるものです。お家の方に見てもらっている子供

たちは、いつもに増して姿勢や返事が良く、張り切っている様子がわかりました。応援してもらっ

ているという気持ちの表れだろうと思います（決してちゃんとしないと怒られるから…ではなく）。 

 

「タイムカプセル」という会社をご存知でし

ょうか。岐阜県に本社があるソフトウェア会

社で、吉野ヶ里町内にも事業所があり、Jリー

グやプロ野球などのスマホアプリを開発し提供している会社です。

その会社の相沢謙一郎社長さんを招いて、６年生がプログラミング

についての学習をしました。プログラミング学習への入門というこ

とで、ニンテンドーDS というゲーム機を準備していただき、その機能を使っての学習が進められ

ました。プログラミングに必要な命令の言語や数字をルールに従って入力すると、ゲーム機から文

字や音が出るようになりました。また、計算ができるようにもなりました。６年生はプログラミン

グを身近に感じることができたのではないかと思います。吉野ヶ里町報でも取り上げられます。 

 

町内の学校では、給食時の米飯提供が始

まり３年目になりますが、箸については各

家庭で準備をしてもらっています。「箸もク

ッキングセンターで用意してもらえないか」というお願いをしていますが、今のところ難しいよう

です。「自分で使った箸を持ち帰り、自分で洗い、はし箱に入れ

ランドセルへ…」というルールを作っている家庭もあると聞

き、自主性を身に付けたり食育につながったりする良い取り組

みだなあと感じています。１年生でもできそうですね。 
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